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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 87,174 25.4 4,003 △10.8 3,731 △15.5 2,289 △23.5

2026年３月期中間期 69,529 △4.7 4,489 12.4 4,418 23.0 2,991 △15.3

（注）包括利益 2027年３月期中間期 1,616百万円（△68.2％） 2026年３月期中間期 5,082百万円（129.0％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 58.18 －

2026年３月期中間期 74.81 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期中間期 244,870 132,162 54.0 3,376.28

2026年３月期 254,644 138,068 52.9 3,419.70

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 132,162百万円 2026年３月期 134,587百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 60.00 － 60.00 120.00

2027年３月期 － 65.00

2027年３月期（予想） － 65.00 130.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 198,000 37.6 12,000 △11.1 11,200 △17.7 8,200 △5.6 209.62

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

（注）2027年３月期中間期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2026年３月期に係る各数値
については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させています。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 43,164,802株 2026年３月期 43,164,802株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 4,020,465株 2026年３月期 3,808,337株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 39,344,746株 2026年３月期中間期 39,988,803株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料Ｐ．11「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

(注)自己株式数には、「役員向け株式交付信託」の信託財産として保有する当社株式を含めて記載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2027年３月期中間期末　372,564株、2026年３月期末　401,727株）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に

あたっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明会内容の入手方法について）

当社は、2026年11月５日（木）に機関投資家、アナリスト向け決算説明会を開催する予定です。決算説明会資料

につきましては、同日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間において、2026年３月に連結子会社化したビーアールホールディングスを完全子会社化し

ました。当中間期の経営成績につきましては、当期首に完全子会社化したものとして同社グループの業績を含め

ています。

①受注高

橋梁事業につきましては、発注量が低調な厳しい受注環境が続く中、当第２四半期（2026年７月１日～2026年

９月30日）においても西日本高速道路・栗巣高架橋床版取替、長野県・稲核橋等の大型工事を受注することがで

きましたが、当中間連結会計期間（2026年４月１日～2026年９月30日）における橋梁事業の受注高は、海外大型

案件を受注した前年同期からの減少は避けられず、268億７千万円（前年同期比30.2％減）となりました。

システム建築事業につきましては、大型案件の期ずれ等の影響により第２四半期は伸び悩んだものの、受注高

は231億９千万円（同22.9％増）、受注面積は34万㎡（前年同期28万㎡）となり、前年同期を上回りました。

エンジニアリング事業につきましては、都心部の再開発関連の受注が好調に推移したことや、ビーアールホー

ルディングスの連結子会社化に伴い新たにＰＣ関連製品事業の貢献があったこと等により、受注高は158億８千

万円（同43.1％増）となりました。

先端技術事業につきましては、精密機器製造事業において半導体関連やＦＰＤ（フラットパネルディスプレ

イ）関連の受注が好調に推移し、受注高は43億２千万円（同105.8％増）となりました。

以上の結果、当社グループの当中間連結会計期間における受注高は702億７千万円（同0.4％減）となりまし

た。

②経営成績

当社グループの当中間連結会計期間における売上高は871億７千万円（前年同期比25.4％増）、営業利益は40

億円（同10.8％減）、経常利益は37億３千万円（同15.5％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は22億８千万

円（同23.5％減）となりました。以下事業別に記載いたします。

（橋梁事業）

橋梁事業につきましては、ビーアールホールディングスグループの寄与により売上高は481億５千万円（前年

同期比27.7％増）となったものの、主に新設事業（鋼）の減収により、営業利益は22億６千万円（同29.2％

減）にとどまりました。

（システム建築事業）

システム建築事業につきましては、生産は概ね計画通りに推移し、売上高は226億１千万円（前年同期比

5.0％増）、営業利益は18億６千万円（同4.2％増）となりました。

（エンジニアリング事業）

エンジニアリング事業につきましては、ビーアールホールディングスグループの寄与があったことに加え、

建築・機械鉄構事業で豊富な手持ち工事が順調に進捗したことから、売上高は134億８千万円（前年同期比

73.2％増）、営業利益は11億９千万円（同410.9％増）となりました。

（先端技術事業）

先端技術事業につきましては、受注の増加により売上高は26億６千万円（前年同期比18.5％増）、営業利益

は２億５千万円（同6.5％減）となりました。
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前中間期 当中間期

売上高

橋梁事業

新設事業（鋼） 279 229

新設事業（ＰＣ） - 82

保全事業 96 146

海外事業 0 22

小　計 376 481

システム建築事業 215 226

エンジニアリング

事業

土木関連事業 39 42

建築・機械鉄構事業 38 61

ＰＣ関連製品事業 - 31

小　計 77 134

先端技術事業

精密機器製造事業 19 22

情報処理事業 3 4

小　計 22 26

その他事業 不動産事業 2 2

合　計 695 871

受注高

橋梁事業

新設事業（鋼） 187 159

新設事業（ＰＣ） - 26

保全事業 85 83

海外事業 111 △0

小　計 385 268

システム建築事業 188 231

エンジニアリング

事業

土木関連事業 56 43

建築・機械鉄構事業 54 84

ＰＣ関連製品事業 - 31

小　計 111 158

先端技術事業

精密機器製造事業 18 38

情報処理事業 2 4

小　計 20 43

合　計 705 702

受注残高

橋梁事業

新設事業（鋼） 850 748

新設事業（ＰＣ） - 171

保全事業 343 563

海外事業 111 98

小　計 1,305 1,582

システム建築事業 197 247

エンジニアリング

事業

土木関連事業 389 403

建築・機械鉄構事業 69 133

ＰＣ関連製品事業 - 55

小　計 459 591

先端技術事業

精密機器製造事業 9 28

情報処理事業 3 4

小　計 12 32

合　計 1,975 2,453

当中間連結会計期間におけるセグメント別の連結売上高・受注高・受注残高　　　　　　　　　（億円）

（注）１　2026年３月にビーアールホールディングスを連結子会社化したことに伴い、橋梁事業に「新設

　　　　　事業（ＰＣ）」、エンジニアリング事業に「ＰＣ関連製品事業」を新たに追加しています。

　　　２　金額は単位未満を切捨てて記載しています。

- 3 -

㈱横河ブリッジホールディングス（5911）2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



（２）当中間期の財政状態の概況

①財政状態

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ97億７千万円減少し、2,448億７千万円と

なりました。流動資産は、「受取手形・完成工事未収入金等」が減少したこと等により、前連結会計年度末に比

べ80億７千万円減少しました。固定資産は、投資有価証券の売却により「投資その他の資産」が減少したこと等

により、前連結会計年度末に比べ16億９千万円減少しました。

負債は、前連結会計年度末に比べ38億６千万円減少し、1,127億円となりました。その主な要因は、「未払法

人税等」が減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ59億円減少し、1,321億６千万円となりました。これは「親会社株主に帰

属する中間純利益」の計上、「非支配株主持分」の減少、配当金の支払等によるものです。この結果、自己資本

比率は54.0％となりました。

②キャッシュ・フロー

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前中間連結会計期間末に比

べて249億円増加し、450億９千万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は99億７千万円（前中間連結会計期間は152億１千万円の獲得）となりまし

た。これは、主に「受取手形・完成工事未収入金等」の売上債権が減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は21億７千万円（前中間連結会計期間は31億円の使用）となりました。これ

は、主に有形固定資産の取得による支出があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は71億５千万円（前中間連結会計期間は87億２千万円の使用）となりました。

これは、主にビーアールホールディングスの完全子会社化に伴う子会社株式の追加取得による支出があったこと

によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期連結業績予想につきましては、前回（2026年５月13日付け）公表いたしました予想値から変更は

ありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 44,492 45,093

受取手形・完成工事未収入金等 119,893 111,759

棚卸資産 5,209 6,010

その他 6,036 4,697

貸倒引当金 △8 △13

流動資産合計 175,624 167,547

固定資産

有形固定資産

土地 17,194 17,194

その他（純額） 27,441 26,925

有形固定資産合計 44,635 44,119

無形固定資産

のれん 5,707 5,422

その他 4,947 4,709

無形固定資産合計 10,655 10,131

投資その他の資産

投資有価証券 15,865 14,789

その他 7,864 8,282

投資その他の資産合計 23,729 23,071

固定資産合計 79,020 77,322

資産合計 254,644 244,870

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,264 17,889

短期借入金 27,100 30,000

１年内償還予定の社債 1,000 －

１年内返済予定の長期借入金 18,060 17,000

未払法人税等 3,206 1,942

未成工事受入金 7,430 6,389

工事損失引当金 5,119 4,150

賞与引当金 2,703 3,141

その他の引当金 468 192

その他 4,698 3,912

流動負債合計 88,052 84,619

固定負債

長期借入金 12,915 12,500

株式報酬引当金 516 535

退職給付に係る負債 11,336 11,637

その他の引当金 16 －

その他 3,738 3,415

固定負債合計 28,523 28,088

負債合計 116,576 112,707

純資産の部

株主資本

資本金 9,435 9,435

資本剰余金 9,910 8,900

利益剰余金 115,139 115,043

自己株式 △7,403 △8,049

株主資本合計 127,082 125,330

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,347 6,674

土地再評価差額金 157 157

その他の包括利益累計額合計 7,504 6,831

非支配株主持分 3,481 －

純資産合計 138,068 132,162

負債純資産合計 254,644 244,870
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 69,529 87,174

売上原価 58,696 74,471

売上総利益 10,833 12,702

販売費及び一般管理費 6,343 8,698

営業利益 4,489 4,003

営業外収益

受取利息 21 69

受取配当金 166 212

受取保険金及び配当金 59 57

持分法による投資利益 17 19

その他 22 100

営業外収益合計 288 458

営業外費用

支払利息 177 516

コミットメントフィー 62 67

為替差損 33 30

前受金保証料 22 52

団体定期保険料 36 37

その他 26 24

営業外費用合計 358 731

経常利益 4,418 3,731

特別利益

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 － 412

特別利益合計 1 413

特別損失

固定資産処分損 24 10

買収関連費用 － 482

特別損失合計 24 492

税金等調整前中間純利益 4,395 3,652

法人税等 1,404 1,363

中間純利益 2,991 2,289

親会社株主に帰属する中間純利益 2,991 2,289

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 2,991 2,289

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,090 △672

その他の包括利益合計 2,090 △672

中間包括利益 5,082 1,616

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 5,082 1,616

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）

- 8 -

㈱横河ブリッジホールディングス（5911）2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 4,395 3,652

減価償却費 2,183 2,696

のれん償却額 － 285

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 241 300

株式報酬引当金の増減額（△は減少） △90 18

工事損失引当金の増減額（△は減少） 34 △968

その他の引当金の増減額（△は減少） △90 150

受取利息及び受取配当金 △188 △281

支払利息 177 516

投資有価証券売却損益（△は益） － △412

固定資産売却損益（△は益） △1 △0

その他 18 530

売上債権の増減額（△は増加） 11,096 8,134

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △374 △162

仕入債務の増減額（△は減少） △2,349 △375

未成工事受入金の増減額（△は減少） △543 △1,041

未払金の増減額（△は減少） △358 △682

預り金の増減額（△は減少） 1,139 901

未払消費税等の増減額（△は減少） △894 △95

その他の資産・負債の増減額 3,820 474

小計 18,215 13,642

利息及び配当金の受取額 189 282

利息の支払額 △172 △516

法人税等の支払額 △3,020 △2,956

買収関連費用の支払額 － △482

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,212 9,970

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,328 △2,009

有形固定資産の売却による収入 1 2

無形固定資産の取得による支出 △724 △569

投資有価証券の取得による支出 △51 △1

投資有価証券の売却による収入 － 510

その他の支出 △37 △166

その他の収入 36 54

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,103 △2,179

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,000 2,900

長期借入れによる収入 11,500 1,000

長期借入金の返済による支出 △8,400 △2,476

社債の償還による支出 △3,100 △1,000

自己株式の取得による支出 △692 △715

自己株式の売却による収入 180 69

配当金の支払額 △2,216 △2,428

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △4,491

その他の支出 － △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,729 △7,159

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26 △26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,353 605

現金及び現金同等物の期首残高 16,832 44,488

現金及び現金同等物の中間期末残高 20,186 45,093
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっています。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しています。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

橋梁事業
システム
建築事業

エンジニア
リング事業

先端技術
事業

その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 37,697 21,530 7,790 2,253 257 69,529 － 69,529

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 37,697 21,530 7,790 2,253 257 69,529 － 69,529

セグメント利益又は損

失（△）
3,198 1,786 232 273 135 5,626 △1,137 4,489

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

橋梁事業
システム
建築事業

エンジニア
リング事業

先端技術
事業

その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 48,155 22,612 13,489 2,669 247 87,174 － 87,174

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 48,155 22,612 13,489 2,669 247 87,174 － 87,174

セグメント利益又は損

失（△）
2,262 1,862 1,190 255 136 5,706 △1,702 4,003

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,137百万円は、全社費用等であり、主に当社の総務・人事・経

理部門等の管理部門に係る費用です。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2026年４月１日　至2026年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,702百万円は、全社費用等であり、主に当社の総務・人事・経

理部門等の管理部門に係る費用です。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

（企業結合に係る暫定的な会計処理の確定）

2026年３月30日に行われた株式会社ビーアールホールディングスとの企業結合について、前連結会計年度にお

いて暫定的な会計処理を行っていましたが、当中間連結会計期間に確定しています。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当中間連結会計期間の中間連結財務諸表に含まれる比較情報において取

得原価の配分の見直しが反映されています。

この結果、暫定的に算定されたのれんの金額5,867百万円は、会計処理の確定により159百万円減少し、5,707百

万円となっています。

また、前連結会計年度末において、無形固定資産（のれんを除く）が232百万円、繰延税金負債は72百万円それ

ぞれ増加しています。
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期　　別

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間
増　　　減

（△印は減）

前連結会計年度

(自 2025年４月１日 (自 2026年４月１日 (自 2025年４月１日

  至 2025年９月30日)   至 2026年９月30日)   至 2026年３月31日)

区　　分 金　額(百万円) 金　額(百万円) 金　額(百万円) 金　額(百万円)

売

上

高

橋梁事業 37,697 48,155 10,458 78,110

システム建築事業 21,530 22,612 1,081 43,365

エンジニアリ

ング事業
7,790 13,489 5,699 17,625

先端技術事業 2,253 2,669 416 4,284

その他事業 257 247 △10 490

合　　計 69,529 87,174 17,644 143,877

受

注

高

橋梁事業 38,509 26,876 △11,633 83,135

システム建築事業 18,880 23,196 4,316 45,054

エンジニアリ

ング事業
11,101 15,880 4,779 23,844

先端技術事業 2,099 4,321 2,221 4,333

合　　計 70,591 70,274 △316 156,367

受

注

残

高

橋梁事業 130,526 158,205 27,679 179,485

システム建築事業 19,789 24,712 4,923 24,128

エンジニアリ

ング事業
45,977 59,181 13,203 56,790

先端技術事業 1,299 3,233 1,933 1,582

合　　計 197,593 245,333 47,740 261,986

３．その他

売上高、受注高及び受注残高（連結）

（注）売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた金額です。
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